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〈概 要 〉

生活科で育っ力 を分析 ・整理 し,7っ の力 と して仮定 した。力 ごとに具体的 な児童の姿

を想定 し,そ れ を児童の育っ力 を見取 る視点 と した。 さ らに,育 つ力をは ぐくむ学習活動

を考え,そ の活動 において,育 っ力の見え る活動計 画の表記方法を工夫 し,作 成 した。ま

た,育 っ力を見 取 る方法 に も工夫 を図 った。

これ らの ことを もとに,授 業実践 を通 して,育 つ力 とそれをは ぐくむ学習活動 を検証 し

た。その結果,児 童の育つ力を共通 の視点で とらえ ることがで き,育 つ力をは ぐくむ学習

活動が展開で きるようにな った。
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1研 究主題 につ いて

一 成9年度 小学校教育研究員共通研究主題
1児 童 一 人 一 人 の よ さ や 可 能 性 を 生 か し,i 生 き るカ を は ぐ くむ 指 導 の 工 夫

「
___」

1.共 通 研 究 主 題 の と らえ方

(1)「 生 きる力 二 は 「自立 へ の基 礎 とな る力 」 と して

第15期 中央 教 育 審 議 会 第 一 次答 申で は,「 生 き る力 」 と して,自 ら学 び,自 ら考 え,主 体

的 に判 断 し,行 動 し,よ りよ く問 題 を 解 決 す る能 力 と,自 らを 律 しっ っ,他 人 と協調 し,他

人 を 思 い や る心 や 感 動 す る心 な ど豊 か な人 間 性 と,た くま し く生 き る た め の健 康 や 体 力 を

あ げて い る。 私 た ち は この 「生 きる力 」 を生 活 科 の 教 科 目標 が 目指 す 「自 立へ の 基 礎 とな る

力 」 と して と らえ た 。 そ して,そ の 力 の主 な もの と して,「 人 ・自然 ・社 会 と共 に 生 き る

力 」 「個性 を 発揮 しなが ら自分 ら しく生 き る力 」 の2点 を考 え た。

その 理 由 は,自 ら育 っ 可 能 性 に満 ち た1・2年 生 の 子 ど もた ち が,自 然 や 社 会 とか か わ り,

自 己を 発揮 で き る伸 間 の も とで,自 分 の 思 いや 願 いを か な え て い く こ とが,大 切 で あ る。

また,こ の こ と は,い ろ い ろな 事物 ・現 象へ の 気 付 きを 深 め る こ とにっ なが り,さ らに,

自分 の 可 能 性 を 信 じ,自 信 を も って,自 分 ら しく生 き る力 を 身 に 付 け る こ とに もっ な が る と

考 え た か らで あ る。

(2)「 児 童 一 人 一 人 の よ さや 可 能 性 を生 か すJはL人 一 人 の 育 っ 力 を大 切 にす るjと して

児 童 は本 来 有 能 で あ り,自 らの 力 を 発揮 し,よ りよ く生 きた い と願 って て る と い う児 童 観

に たつ 。 そ して,ど ん な カ が 育 って い る の か をて いね いに み て い く こ とが,児 童 一 人 一 人 を

よ り深 く理 解 し,よ さや 可 能 性 を 生 かす こ とにっ なが る と考 え る。

(3)「 生 き る力 を は ぐ くむ 指 導 の 工 夫 」 は 「生 活 科 の 学 習 活 動 の探 究 」 と して

子 ど もは自分の願 いをかなえ たい と思 った ときは,苦 手な ことに挑戦 した り,周 りに働 き

か けた りしなが ら,生 き生 きと活動 し,思 わぬカ を発揮 した りす る。 そ して,願 いをかなえ

たときの喜 びは大 き く,飛 躍的 な成長を とげ ることも少 な くない。子 どもたちが意欲的に取

り組め るよ うな学習活動その ものを探究 す ることが生 きる力をは ぐくむ指導 にっ なが ると考

え る。

生活科で赫 と響れ§は鷲 学縞 の探究 「
L

2.研 究主題設 定の理 由

(1>生 活科の学習活動に対す る疑聞や問題 か ら

今年度 は,全 都道府県に生活科の研究 推進校が指定 され研究を始めてか ら10年 目,す べて

の学校で生活科の授業が完全実施 され るよ うにな ったか ら6年 目に当た る。生活科の学習活

動 は定着 して きてお り,子 ど もた ちも楽 しく毎 日の学習を進めてい る。 しか し,日 々授業実

践 してい る私た ちの耳 には少なか らず,生 活科 の学習活動 に対 しての疑問点や問題点が聞 こ

えて くる。それ には次のよ うな ものがあ る。
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① 学校独 自の活動計画が形骸化 してい る

地域 や学校 の実態 に応 じた活動計画で授業を行 うといわれてい る。 しか し,職 員の異動 や

1・2年 の担 任の変更で,教 科書通 りの活動 にな った り,う わべだけまね た活動計画 によ り

活動が展 開 され,実 際にはその学校独 自の計画が形骸化 されて きているので はないか。

② 育っカがは っきり しない

この研究を行 うに当た って,生 活科 の授業を経験 した児童が,生 活科 の学習活動やそれを

通 して身 に付 けた力を どの ようにとらえているのか意識調査を行 った。その結 果,9割 近 く

の児童が生活科の授業 は楽 しいと答えてい る。 しか し,楽 しいだけで よいのか,生 活科で ど

ん な力が育っのか とい う声 も多 い。生活科で育 っ力を子 ど もも教 師 もはっきりととらえ きれ

て いないので はないか。 また,育 っ力を実感で きる方法 もはっきりして いないのではないか。

③ 学習活動 に無理が ある

お もち ゃ作 りを した り生 き物や植物を飼 った り育 てた りす る活動な どで は,幼 稚園や1・

2年 で同 じよ うな ことも行われて いる。前述の意識 調査で1割 の子 どもが生活科の授業が楽

しくなか った と答えてい る。 「虫が嫌 い」 「作業を他の人が ほとん どや って いたか ら」 「育

てて いた花が枯れて しまったか ら」など,理 由は様 々であ る。発達段階や児童 の実態 に応 じ

た学習活動が行われていないのではないか。

④ 生活科の活動 は時間がかか る

生活科の活動 は時間がかか る し,準 備 も大変 という声がよ く聞かれ る。

活動が精選 されて いなか った り,そ の活 動のね らいが不明確 であ った りし

て いないか。 また,必 要以上の準備を していないか。

器 暮慧1羨への醗 欲を生む卿 ⑲ 螂 《G9
「生 き物 を 飼 って い て 死 ん で しま うの は 悲 しい け ど,飼 って いて 楽 しい こ との ほ うが 多

か っ た か ら,今 で は 自 分 の 家 で モ ル モ ッ トを飼 って い る 」(5年)「 生 活 科 で や ったお も

ち ゃが 楽 しか った か ら,家 で 作 った 。 そ した ら失 敗 して,2・3回 や り直 した 」(3年)「 け

ん 玉 が で き る よ うに な った。 初 めて や った と き,い きな りで きた 。 練 習 を続 け た ら連 続 で き

たか らま たや りた い 」(2年)こ れ らは意 識 調 査 に寄 せ られ た子 ど もの 声 で あ る。 他 者 依 存

で,自 主 的,自 律 的 で な い傾 向 に あ る といわ れ る子 ど もた ち も体 験 活 動 で 得 た 喜 び や 感動 は

深 く心 に 残 り,新 た な活 動 意 欲 を生 ん で い る。

② 体 験 した こ とが 力 と して 身 に 付 く

「動 物 はそ れ ま で 苦 手 だ った け ど,学 校 で飼 い始 あて か ら好 き にな った 」(6年)「 植物

や 生 き物 を 育 て た り した こ とで,命 の 尊 さが 分 か った 」(5年)「 紙 す きを や って 栞 を作 った

と き,初 あて ア イ ロ ンを や った。 それ か らア イ ロ ンか けが で る よ うに な った 」(3年)「 町探

検 の と き,ど き ど き して きた け ど,だ ん だ ん ど き ど きが な くな っ た」(2年)こ の よ うに,

体 験 す る こ とで,新 た な 自分 を発 見 し,力 と して 身 に付 けて い る。 知 識 は豊 富 で あ るが,自

然 や社 会 な ど身 近 な環 境 とか かわ る体 験 が 不 足 して い る とい われ て る子 ど もた ち に 豊 か な体

験 を通 して,自 分 自身 を 見 直 した り,振 り返 っ た りす る機 会 を大 切 に して い きた い と考 え る。

以 上 の こ とか ら本 主 題 を 設定 した。
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1研 究の構想

唾 蝦 識 や可能性を生かし生きる巫 璽 巫]

i

蕨 鎚 鷲 繍 ヨ.生 活科にお、ナる生きる力〉

_一礒 芸謝 趣

集能力に富む
・自然 ・社会など身近

な環境とかかわる体1

験 や 活 動 の 不 足

・コ ミュニ ケ ー シ ョ ン

の稀 薄 化

●欝 奪
壕具甜

Lニ ー[± 」

「冨 への基勲 司

と

会研究主題 〉

]

L

・人 ・自然 ・社会と共に生 きる

力
・個性を発揮 しながら自分らし

くいきる力
」

「 〈生活科の課題〉 「1・地域 ・社会 ・児童の実

態に合 った学習活動の

探究と育つカの明確化}
.直 接体験鍾 視 した授l

I業 づくり

1
・自己実現に向けての具

体的な支援の在り方I

i・他教科,他 領域 他学;

L年 との関連コ

生活科で育つカとそれをはぐくむ学習活動の探究一一
」

対的に対応 して

質や能力を備え1

た児童の育成

・一入一人が自分

のよさを発揮 し

生きていける劉

}醜 篇 蔑いi

(生 きる力の

育成)

1・横断的 ・総合的1
な学 習l

l.__」

一 〈研究のねらい〉"一 「

L塑 墜 勉 箪 竺 くむ学習活　 を塾 」

一 一く研究仮説〉

L灘 墓鵠 撒 燕:
そ栃 観 童の活動や体験の様子を見取る視点として翻 卍

育つ力が明確な学習活動の展開を工夫できるであ型 コ

1

騰 露離 霧]藤嗣
検 証

「 郵 襟 霧 析鯉 し,っの/Jとしてまと翻 蚕の育ちの見取りの視点とした.その葱 廻
1の 繭 する姿O

QQr自 己論 カー ドなどカ、硝 ちを共通の繍 でとらえることができ,そ れ らを授業分析に1

生かす ことがで きた。

また,「 育つ力をはぐくむ学習活動」として10項 目を考えた。それ らを活動計画を立てる際に考察 したこと

は,児 童が育つ力を発揮できる授業作りの一助となった。

今後は,7つ の力の見直 しを していくとともに,授 業を通 して見取 った育ったであろう力を分析 ・評価 して!

いく方法を探り・さらに学翫 動の展開を工夫していきたし㌔
.一
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皿 研究の方法

1.生 活科の授業を体験 した児童の生活科に対 する意識調査 を行 い,育 っ力の分析 と学習活

動の在 り方 に生か して い く。

q
乙

り
0

4

生活科で育 っ力 を分析,整 理す る。(指 導書 ・先行研究 ・意識調査 などか ら)

育っ力 をは ぐくむ学習活動を考え る。 また,育 つ力を見取 る方法を工夫す る。

授業研究 を通 して,育 つ力 と学習活動の在 り方を検証す る。

1、¥¥

献 究

く目的 〉
・「生 きる力」 と 「育つ 力」 と

「学習活動 」の分析、整 理。

〈方法 〉
・指導書

・先 行研究

・先行授業実践

などか ら分析。

年

年

年

1

1
2

2学 期授業研究

研究の成果

ミq
＼

「あ きとあそぼ う」

「しごとだ いさ くせん」

「お もちゃを作 ってあそぼ う」

敵 3学 期授業実践

各自の授業研究

授業研鷲 蟹
・7つ の育っ力 をは ぐくむ学習活 動 を考 える。
・見取 りの視点 を明 らかに して活動 を記録 し、

育つ 力の分析 と考察 をす る。
・分析 を もとに、学習活動 を見 直す。
・活動 の記録 と保管 を行い 、次の活動 に生 かす。

(ビ デオ,デ ジタル カメラ.写 真、作品.

学習資料 な ど)一
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N研 究 の内容

生活科で育っ力わ仮定 し,そ れを は ぐくむ学習活動 の展 開を具体化す る ことに した。そ し

て,授 業実践 を行 いなが ら育つ力や学習活動を分析 ・検証 してい く。 それ に並行 して,児 童

に育 って い る力 を見取 る方法 や育 っ力が見え る活動計画の表記方法 について も明 らか に して

い きたい と考えた。 これ らの研究 の全体像 は以下の通 りであ る。

育 つ 力

生活科で育っか 自 立 へ の 基 礎 と な る

人 ・自然 ・社 会 と共 に生 きる力 個性を発揮 しなが ら自分 らしく生きる力

鮮嚥 感 謬
意 学
欲`ま

う
と
す
る

Φ
醗磯蟹

か
か
わ
ろ
う
と

す
る
態
度

実
践
す
る
力

表
現
す
る
力

考
え
る
力

感
じ
る
心

気
付
く
力

』=嬰
^'『 ㌔「

_

!～ 閃＼
＼

1　 「 こ一P.一

21 育
っ 力 を は ぐ く む 学 習 活 動I

l

学
習
活
動
を
考
え
る
と
き
の
教
師
の
姿
勢

育
つ
カ
カミ
見
え
る
活
動
計
画
表
記

P

育 っ 力 を 見 取 り 児 童 理 解 を 深 め

P.14,15歯 団 ⑤ 面

・ ・
一 賄 趣
((

℃7グ
塁

P.13

∫罵!」2

甚

P.7,8,9

b
P_1011

!1
P.10,11
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1.生 活科 で育 つカ

「生活科 で どのよ うな力が育 っのか よ く分か らない」 とか,「 自立への基礎 となる力 は具

体 的には どうい う力 なのか」 「子 ど もたちの どうい う姿を通 して力が付いた と言え るのか」

とい う声が,よ く聞かれ る。生活科が ね らうr自 立への基礎 』をより具体 的にす るため には,

r生 活科 で育っ力』を子 どもの姿 を通 して明 らか にす る必要が あると考えた。

そ こで,私 た ちは以 下のよ うな資料 を基 に生活科で育つ 自立への基礎 とな る力を分析 し,

学習や生活の基礎 とな る能力や態度 と して7っ の力を仮定 した。

1
学習指導要領

小学校指導書生活科編

(生活科の目標)

(生活科の内容)

国 ・都の指 導資料

先行研究

事例報告 等

子 ど もの意識

(意 識調査の結

果 の分析)

教師の意識

(研 究員の,授 業 実

践 を通 しての意識調

査の結果の分析)

【 1

生 活 科 で 育 つ 力 の 分 析

自 立 へ の 基 礎 と な る 力

○人 ・自然 ・社会 と共 に生 きる力

○個性 を発揮 しなが ら自分 らしく生 きる力

1 1 1 1
学

ぽ

う

と

す

る

意

欲

か

か

わ

ろ

う

と

す

る

態

度

実

践

す

る

力

表

現

す

る

力

考

え

る

力

感

じ

る

心

気

付

く

力

☆ それぞれの力が独立 した もの と して育つので はな く,互

いに関連を もちなが ら力 として育 ち,そ れ らを総合 した も

のを自立への基礎 となる力 として考え る。
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7っ の力は,以 下 のよ うな具体的 な子 ど もの姿 と して表す ことがで きると考えた。そ して,

これ らの ものを,生 活科 で子 どもに育っ力を教師が見取 るときの視点 と した。

生 活 科 で 育 つ 力 と 子 ど も の 姿

【学 ぼ うとす る意欲】

・い つで も ,ど こで も,何 か らで も学 ぼ う とす る。

・自分 の思 い や願 い を実 現 しよ う とす る。

・今 ま で の 自分 を振 り返 り,こ れ か らの 自分 自身

を よ りよ く しよ うとす る。

・最 後 まで 粘 り強 く活 動 しよ う とす る。

・いろいろな事象 に興味を もち,知 的好奇心を満 たそ うとす る。

学校か ら持 ち帰 った朝顔を家で

も育てて,毎 年種を採 り,ま た

まいてふや して います。今年 も

た くさん咲 くといいなあ。

C監 蟄り ・

酔 耀

【か か わ ろ うとす る態 度】

・身近 な環境 とのかかわ りを楽 しもうとす る。

・身近 な対象 に,自 分 な りの思 いや願いを込めて

かか わろ うとす る。

・身近 な人 々に適切 な態度 でかかわろ うとす る。

・仲間意識や帰 属意識 を もち,共 によ りよ く生活

しよ うとす る。

【実 践 す る力 】
//

・課題 に対 して積極的 に取 り組み,解 決す る。

・自分が考え たイメー ジを確か めるために行動す る。

・健 康や安全 に気 を付 けなが ら行動す る。

1・ 公共の施設や交通機関を正 しく利用す る。一
【表 現 す る力 】

 

[ー

・自分の思 いや アイデ アを自分な りの方法で表現す る。

・自分の気持 ちを身体 全体で豊か に表現す る。

・必要 な ことを,適 切 な方法で相手 に伝え る。

α.盤 ρ

,卿 ぎ)_

みんなの前で も緊張 しな

いで楽 しく発表で きるよ

うになった・ 二 」

8



【考 え る 力 】

・見 通 しを もって 考 え ,企 画 す る。

・筋 道 を 立 て て 考 え ,予 測 す る。

・自分 で 判 断 し,決 定 す る。

・自分 た ちの 生 活 を 工 夫 した り,楽 し く した りす る。

・問 題 が 起 き た時 に ,適 切 な対 処 の 仕 方 を 考 え る。

・試 行 錯 誤 しなが ら,よ りよ い方 法 を 考 え る。

'

し

へ,.・

o
◎

い ろ い ろ考 えて や って も

玉 が浮 か ば なか ったけ ど,

ス トローの 先の モ ール を

うず ま きの 形 に した ら う

ま く浮 か ん だ 。

【感 じ る 心 】

・身近 な環 境 との触 れ合 い の 中で ,不 思 議 に感 じた り,

驚 い た り,楽 しん だ りす る。

・諸 感 覚 を 駆 使 して ,身 体 全 体 で感 じる。

・自然 や 生 き物 に親 しみ を 感 じる。

・友 達 との か か わ りの 中 で ,喜 び や悲 しみ を共 感 す る。

・人 の た め に役 立 って い る こ との喜 び を 感 じる。

・自分 の め あ て を 達 成 した 喜 びや ,

うさ ぎを さわ って み た

ら,す っ ご くふ わ ふ わ

で気 持 ち よか った 。

最 後までや り遂 げた喜びを感 じる。 畷"

【気 付 く力 】

・活動 を通 して,物 事 の法 則や道理 に気付 く。

・身近 な環境 を観察 し,事 実を的確 に把握す る。

・季節の変化 と生活 とのかかわ りに気付 く。

・動植物の成長や変化,変 態な どに気付 く。

・自分や友達の成長の様子や よさに気付 く。

・公共の施設の存在や,そ の働 きに気付 く。

生 まれてか らの ことを調 べて,

自分の ことが よ く分か った。 た

くさんの人のおか げで 自分 は成

長で きたんだなあ と思 った。

蠣 縦
"

.、 『

e:

☆ これ らの 「生活科で育 つ力」は,検 証授業を通 して見直 して い く。

☆ 吹 き出 し内は,意 識 調査での2～6年 生 の児童の記述 より抜粋。
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2.育 つカを は ぐくむ学習活動

生活科の学習活動 にお ける疑 問点や問題点を受 け,児 童が生活科の学習を どのよ うに とら

えて いるか,意 識調査 を行 った。

一方,教 師 も生活科 の授 業を行 って きて,ど ん な面を変わ って きたかの研究員の意識調査

を実施 した。

これ らの調査 と先行研究や指導書 も参 考に して 「育つ力 をは ぐくむ学習活動 」を考え た。

児童か ら

児 童 へ の 意 識 調 査,「 生 活 科 の 授 業 は,楽 しか ったで す か?」 とい う質 問 に,86.8%

の 児 童 が 「楽 しか っ た 」 と答 え て い る。 これ は,生 活 科 が 児童 の 思 い や 願 い を 大 切 に す

る教 科 で あ るか ら と考 え る。

さ ら に,そ の理 由 と して,

友達といっしょに

できて楽しかったなあ 織 瀦 ⑤1撒llllた から

たlll灘:と轡 蹴1;1方凱1綴 勧た

諜繋 留
困っている時に友達に

教えてもらえたから

な ど を あ げて い る。 これ らの意 識 を見 る と,児 童 は,体 験 活 動 を 好 ん で お り,教 室 だ け

に とど ま らず,自 然 の 中 や地 域 の 中 での びの び と学 習 した い と思 って い る。 ま た,自 分

の 思 い や 願 い を 実現 した り,友 達 と一緒 に活 動 した りす る こ とが 楽 しい と思 って い る こ

とが 分 か る。

しか しな が ら,ま だ,13.2%の 児 童 は,生 活 科 を 「楽 しか った 」 と実 感 で きて い な

い。

その 理 由 と して,

楽しかったこともあったけど

⑤ つまらないこともあったから ll謙糠 ◎

などをあげてい る。 まだまだ児童 の思 いや願 いが大切 にされていない場合や学習活動 の

工夫,一 人一 人へ の手 立てを十分考 え られない こと もあ る。

これ らの ことか ら,活 動を通 して,一 人一人 にどん な力が育 っているかを 児童が具体

的に 自覚 で きるよ うにす るために,一 人一人の実態に応 じた教師の支援が大切であ ると

考 え る。
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教 師か ら

意識調査 した結果を 「学 習活 動を考える ときの姿勢」 と して,以 下の ようにま と

めた。

*体 験活動 を重視す

*一 人 一人を大切 に した活動 の組み立てをす る

。教科を越えた活動粛 み立てを♂る
・

*き っかけ作 りや導入 を工夫す る

*児 童 とともに楽 しく活動す る

形態を工夫する

*身 近な自響 境に関心をもつ

*学 習材 を身の回 りか ら探す
o

*環 境構成 を工夫す る
・

*地 域 を理解 し,地 域の特色 を生か
o

した活動 をす る

「 一'一 ●一 ●}'-

i

i

i

苫
⇒1

…{=麺 亙亙盈塗 麺 翌 コー一一一一 一「

☆直接体験を重視 した活動

☆場の広が りが ある活動

☆ どん な小 さな ことで も自分で選び 自分の願 いで実行す る活動

☆友達 と一緒 にす る活動

☆いろいろな人 とかかわ る活動

☆いろいろな子が リー ダーになれ る活動

☆ ワクワクす る活動

☆繰 り返 しの ある活動

☆一人一人 を大切 にす る活動 馬

☆子 ど もの よさを認 める活動

」._._._._._._。_.

先行研究 ・指導書 か ら
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3.意 識調査 の結果 と考察

(1)調 査の 目的

これまで行われて きた生活科の学 習を振 り返 る と,学 習活動を通 して 「育っ力 」が 明 らか

ではなか った。そ こで,「 育っ力」をは ぐくむために,ど の よ うな学 習活 動を考 えていけば

よいのか手がか りを得 るため に,生 活科を経験 した児童 を対象 に 「生活科を どのよ うに とら

えてい るか」意識調査を行 った。

(2}調 査の方法

調査対象 都 内公立小学校児童(2～6年 生)2,778名

調査方法 生活科の授業 に対 して,選 択肢を選 び,そ れ につ いて記述 す る。

調査 時期 平成9年6月

㈲ 調査 項 目と結 果

質問1生 活科の授業 で心に残 っていることがあ ります か。

醐 π鉾 年ノ ー 『 「 調査の結果から課 検活動が一番印象深か・たこ
とが分か る。 自分で探検す る場所やす ることを決め

た ことが楽 しか ったよ うで ある。 さ らに,探 検の道

具を自分 な りに工夫 して作 ったこと,友 達 とかかわ

りなが ら活動 したことも関係 して いる と思われ る。

①探検 をす る ②生 き物 を飼 う ③ お祭 り

④花 や実が なる もの を育て る

⑤遊べ るものや道具 を作 る

⑥ 自分の成長をま とある ⑦ その ほか

質問2生 活科 の授業 はたの しか ったですか。

「

38.6

10.3

圏
2.s

502 鯉

「

質 問3生 活 科 の授 業 で で き る よ う に

な った こ と,好 き に な った こ と,や って

よ か った と思 う こ と,も っと や りた い こ

とが あ ります か 。

この 質 問 に は全 体 で40%近 くの 児 童 が

「い い え 」 と答 え て い る。 そ れ も高学 年

にな る にっ れ,そ の 傾 向 が み られ る。

は な く,

この質問 には,90%近 くの児童が 「楽 しか った」

と答 えて いる。生活科 が児童の思いや願いを大切に

す る教材であ るか らであろ う。

70

BO

50

零40

如30

zo

10

囲

「こま が 回せ る よ う にな った 」 とい う具 体 的 な 力 だ けで

自分 につ いた 様 々な 力 を しっか り認識 で き る よ う にす る こ とが,必 要 な こ とが分 か る。
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4.育 つ力が見 える活動計画

生活科 で,児 童 にどんな力が育つ かを授業の 中で検証 してい くためには,従 来の活動案で

は育 っ力 が見えに くい。 そのため,育 っ力が見え る活動案 にっいて,児 童 は本来 自分の力で

育っ とい う立場 で,次 のよ うに考 えて活動計画 を作成 し,授 業実践を行 った。

第 学 年r 』が 育 つ活動 計 画

仮定 した7っ の育つ力 の中で,本 単元で特 に育つ

と思われ る力を書 く。

(1)単 元名

児童の立場 か ら見た表現で,既 習の漢字のみを使い平 仮名 で書 く。

(2)育 っ児童の姿

従来 は,教 師の側 か ら 「単元 のね らい」 として書かれていた ものを,児 童 は有能であ り

自らの力 で育っ とい う考えの もとに,教 師主体で はな く児童の立場で,単 元の 中で育つ力

を具体 的な姿で書 く。

(3)活 動計 画(全 時間数)実 施 月

児 童 の 活 動 育っ力 と見取 りの視点 支援 ・他教科 との関連

〔育 っ 力 〕 ○育っ力 をは ぐくむた小

単 主な活 動を,児 童 の ◇見取 りの視点を児童 の活動 に め の支 援 を,で き る

元 言 葉 で 書 く。 照 らし合わせて,具 体的に児 だけ具体 的に書 く。

名

が

(時 間数) 童 の姿 がみえ るように書 く。

あ ・具 体 的 な活 動 を書 く。 【育 つ 力 】 ●特 に育っ力 は,記 号

れ o ◆ 特 に育 っ 力r』(表 題) を 変 え る。

ば o につ いて は,括 弧 ・記 号 を変

入 ● え る 。 ☆他教科 との関連があ

れ れ ば,教 科 ・単 元 名

る 教科書等の出版社を

明 記 す る。

L児 童の活動の区切 りで,点 線 を入れ る.

(4)本 時の活動

① 育っ児童の姿

② 展 開

教 師側 の 目標 ではな く,1時 間の中で見 られ る児童の姿を予想 して書 く。

児童の活動 ・育つ力 と見取 りの視点 ・支援 を活動の様子がよ くとらえ られ

るように書 く。形式 は,活 動 によって工夫す る。
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5.育 つ力の見取 り

私 たちは,生 活科の学習活動 を通 して育つ力を7っ に仮定 し,そ れぞれの力を発揮 す る具

体 的な子 どもの姿 を想定 した。そ して,そ れを視点 として育 っ力を見取 ることに した。

「見取 るとは,最 後 まで見届け,よ く見分 け,見 て共感 し,見 て理解す る,愛 情のあ る見

方の ことで ある。見取 るは,聞 き取 るに通 じる,聞 き取 るとは,① 聞いて は っき り理解す る,

②事情がわか るよ うに聞 く,③ 聞 いて良 く記憶 する(大 辞林,三 省堂)と 示されて いる」

(「 生活科学習指導論 」 嶋野道弘 平成8年 東洋館 出版社)

私 たち もこの考え方で,児 童 の育っ力を見取 ってい くことに した。

(1)見 取 りの順序

①想定 した7っ の力 を発揮す る子 ど もの姿 を,単 元 ごとによ り具体 的な児童の姿 に置 き換

え,そ れを見取 りの視点 と して,授 業に臨 む。

②7っ の力別 に見取 った児童の姿を記録す る。

③記録 を もとに,児 童 に育 っ力 と学習活動の在 り方を分析す る。

(2)見 取 りの方法 児童理解

く

聾 育つ力の見取 り 児童の 自己評価 ・

相互評価

保護者か らの情報

〈教 師の観察 による見取 り〉

児童の活動 の様子 や作 品を もとに見取 った。

①個人のr育 つ力』の見取 り

特定の児童 について詳 しく見取 りたい場合,そ れ ぞれの力を発揮 して いる姿を より具

体的 に想定 してお き,記 録 をと って いった。見取 りの視点がは っきり して いたたあ,か

な り正確 に育っ力 を見取 る ことがで きた。それ と同時にどの力を発揮 して いたか も明 ら

かにす る ことがで きた。

観察対象児童( )

育つ力 と見取 りの視点 児童の活動の様子 育つカと見取 りの視点 児童の活動の様子

かかわろうとする態度 ◎ ・クツレ プn肝 μ ♂が 棉f・ わ鍾 劾 て・ 考える力 ・tうじ色り式 ど乳 ぐ 弛 湧 しf功 ドう

ツM豪琳 謙 で例毅 ろ 、 ・錨 備縁晦 吻 劃 ビレズ 査っイゐ.

イ移 藻レむうヒ秘 ,「為リ乞 つ'レfて」ヒ考うフ気彦[二 や ぎしぐ1τ・いチ」
Fい秀覆 翫 て作 ろ.

.ビ ンズ ガ 貌 じ っく書で 鴇 の3・イニで・

ヒ初'頃あ 鴨. ヒあておζ.

吸 海 緻 して・　霰鳩
`施 防 へ'勿 彦躰 イ千

,で・云 が'い.z .」 ヒ ・銅しのい で でf宛双 …}ゴ也 悉ぎ{亘す

倉 リレqが 弓粍 ゐ. ヒ元判 のtz蓬 」・きき、ヒ仔 物31の 左 まね る. ・ぞ じろべゐ用Fヒ んくツ ヒくぬ ぞ達 題

・麓 勺・ら 憲,'C2y'=・rフ 勧 ・ソろ.

一 ずん参 が 入 弓アa・く}Fア 色 力'1アろ.

3ご. 艦

。竹Fぐ さろ2う1ニヒ)しぐリ`・沢 左あ ・ナろ

実践する力

・グ)レ フ'誕 メーブ じ局

工う{・4協,

・肇 彦 ・・廊 イで・すて課

を働

・ビ)α'ゾ承 珂 務 ヒきり砿 して吹 踊

rろ.
・ようじ 乞 さす.

・じ元ぐりのまわりにのり乞っ・すて ビ㌧ズ齢 噛

'6個 咳ぐらいゼリf⇒ しr_;し可 嫉始(形 上ず弓

鹸 功 じfJ.で ・.
・,やじろバ 殉 二靖喚ぎっ・すろ.目ヵ'ビレズ:ロ呼マ茜フ
・々 防 く"乞3欄 監 作 ろ.

感 じる心

・窮(礁 ゼら診のが=擁

噺瓢獄 才
・グ)レプ・慮 嘘 むF

4脇 。でき・丁幽麓 勲 』

rう

・惣 ぜ 「お葺 工んゲ 多3呼 うtiわ りが

砕 ↓醍も ガf狩 」ヒ きくヒ.ど んcL聖/ゴ皆亀

3っ あイゐ.

・磁 σ%ゴ ・・」 ヒ壱繍 て う殿

づじ 〔3t3えむ.

・片何 ・↑㊧進 んで や りじ し㌧牝'

学ぼう る意欲 ・卜 了穿 に撮 稼 手で イ 多 うヒしマ・㌧る、 気付 く力 ◎
n

・麺 ガ ヒ双 ・ゾ㊧回 ・恥 ろ託 敗 ・乃.
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② クラス全体のr育 つ力 』の見取 り

クラス全員の見取 りを記録す る場合 に下 に示すよ うな表 を用いた。その活動 の中で ど

ん な力が育 ったのか,発 揮 され たかを明 らかにす ることがで きた。

(ハrノ チ ソが え る イ予り)

児童名
学ぼ うとする

意欲
実践する力 かかわろうと

する態度
表現する力～

1

1 「"。"喚
一'.,.,隔 月

見本乞見て どれ
が ヒびそう幻'sてゐ

助 言をきいて
刈乍リ卸

N君`聯 ・坊

臓 明して助

)♪つ多つク'ド

1

暮融 」葦}叫 ・

2
噂 Ψ-尋6・

■ 亀 四 」r

工掴 ぺ』き瓢

知,て 一さ、ろく直
1て い イニ、

救鳳い辮

無 聡i峯'5じ

〉
二 つシ・ウ+》

S
、

3
,しM .」し' 牛乳 酌 フと竣

琢 てくh.

いくっも 祥,t=. 糠 泌 匝 麗
1・耽{い?=. f

9
,.● 噂 、、`

9」.一 ●A .

財 の佃'えろ鎌
い究u多o閣 して
いイ'

伽41怪 し浦

リレf・・

孜劃庭 び;コ擁

鯛鴇犠必
撫%の 北漁 宅
よ炉 ド1

二

5
《《L_L..,.ム,・

一.胸

械 イ初 仁い.瓢

捻 て1琳 いいマ

一つ4手.てr= 価 じがぐあ
い乞児てt:.

ニコンつか 十 陰
I

j

s
一 一 一 ●

`r-」 ハ 、

財 のカtu.o+Yll

ぐあ・・ε網 して・

釦 ゴ知く.一つ
イ予り終 、瓦マいセー 衡`ち じ防 の夕

μ匪 見殖で ・て`.
ゲ凝 つIT協職 弗

ビう研"ゆ'い いの,

難 λ惑

こうした見取 りは,一 単位 時

間だけで完結す るのではな く,

単元全体あるいは複数単元を通

して継続 的に積み重ねてい くこ

とが大切で ある。時折 振 り返 る

こ とにより,児 童の変容が とら

え られ,育 っ力が明 らかにな っ

て くる。

〈児童や保護者 を介 しての見取 り〉

教師の観察だ けで は見取 りに くい児童の内面を知 る手だて と して有効であ ると考えた。

① 自己評価

・育っ力 【感 じる心】を見取 った例

・単元名 「ハ ムス ター とあそぼ う11年

・視 点 生 き物に親 しみを感 じる

・ハ ムスターになかなか触れなか った子が

世話を した り,遊 ん だ りす る中で除 々に

親 しみを感 じた例

②相互評価

・育つ力 【気付 く力】を見取 った例

・単元名 「小 さな旅 を してみよ う」2年

・視 点 友達のよさに気付 く

・乗 り物 に乗 ってグル ープごとに土手へ行

った学習の中で友達の よさに気付いた例

③保護者か らの情報

今 回 の校 外 彰 習1よ ワ クワ7ド キ ドキ

ー杢 当 ドi疑しが っ仁 よ うです すすきのおみ や

嘩 持 。r帰 リ.ひと通 悌 しZく栂 した ・,

臼4名弍♪ついr二ようて霞2日の杯 ～ナ1二1す!父親

一重 妄ζ!匁するヒ申 し、!緒1二 出 力、け ましt(・

り希ってくると.目を.丸くして衆 しカ、った一'E1のことを

いろい1ろ言哲して《才t‡し声(aXり ヵ寸とうご1ざいましT:.

・育つ力 【実践す る力】を見取 った例

・単元 名 「小 さな旅を してみよ う」2年

・視 点 自分の願いや思いを実践す る

・学校 で乗 り物 を利用 して土手へ行 った学

習の後,家 族 を案内す ると家庭で実践 し

た例
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V実 践 事 例

「 一 一 第1学 年

L一

『実践す る力 ・表現す る力 ・かかわろ うとす る態度 』が育つ学習活動

噌
1

り
乙

3

塾
単元 名 「しごと だいた くせ ん」

育 つ児童 の姿

○ 自分の毎 日の生 活を支 えて くれ る家庭生活の様子に関心 を もっ。

○家族 の一 員 と して,で きる仕事 を見っ け,進 んで仕事 に取 り組む。

○仕 事の楽 しさや,で きるよ うにな ったことを絵 や動作 で表現す る。

活動計 画(10時 間)9月 ・10月

児 童 の 活 動 育っ力と見取 りの視点

一
・家の仕事を探してカー ドにか

く。
・かいた仕事を分類する。

一 膝雛鍮 や文でかく.
1る か な(3)■ 〔気付 く力〕

支援 ・他教科 との関連

◇家庭にはいろいろな仕事があ

ることや,ど の家庭にも共通

した仕事があ ることに気付

く。

t

●仕事を思い出す手立てとし
て,絵 図を用意する。

○家庭生活を支える仕事に気

付 くように,家 の仕事を分

類 して貼る。

搬 轡 しことL7``y(2)

・で きそ うな仕事を考え ,1週

間仕事 に取 り組み,記 録 カー

ドに記録す る。
・どの ような仕事 を したか を発

表 し合 う。
・家の人の感想を聞 く。

【実践する力】
◆やろうと決めた仕事を実際に

行 う。

【表現する力】『◆自分が した仕事を友達に伝え

る。

〔感 じる心〕

◇自分が仕事をすることが,

{

家i

族の役 に立 っている ことを知1

る。

●仕事をする際家の人にも協

力 してもらえるよう事前に

お願いを してお く。

1●芒難 驕 各携 窪
設定する。

○仕事をす る意欲がより高ま

るよう家族の人に手紙を書
いてもらう。

,つ
4

淑

嚥 日
i

縣 灘 魍 方を友達に伝え

・友達 に仕事を教え たり,教 え

て もらった りす る。

る。

【実践する力】

◆仕事を実際に行う。

【かかわろうとする力】

●活動場所に配慮する。

●どの児童 も,教 える立場,

教えてもらう立場を経験す
るようにする。

●道具や器具の正 しい使い方

を必要に応 じて教える。
●仕事をした感想を発表する・擦 琴誉 家仔 仕事を劃 璽 暴 謄 働 てし'る

匝 璽]i灘 熱 躍 聯 　 　
・家族が一緒に生活 しているこ 【表現する力】 ●や った仕事を認め,

.謝 蒲 言鷹 諭 家礁 藷 祷ゑ塒 の気持ちを手1
族の人に手紙を書 く。 【実践する力】

◆自分も家族の一員として,仕

事を続ける。

ることを意識できる場 とす

励ま

し,継 続への意欲付けをす

る。

☆道徳(文 渓堂)rお てつだ
い(家 族愛)」 につなげ

る。

‐is‐



4.児 童 の姿 とそ こか ら見 取 る ことの で き る力

r表 現 す る力 』rか か わ ろ う とす る態 度 』 を発 揮 したA児

(1)r表 現 す る力 』 を発 揮 したA児

① 「い え に は どん な しご とが あ るか な 」の 活 動 にお け るA児

「家 の 仕 事 に は どん な ものが あ る か な 」 と い う問 い か け に対 してA児 は,す ぐに4枚 の

カー ドを か い た 。

・掃 除 雑 巾が け を して い る母 親 と 自分 の 絵 を 描 おうちのしごヒ みっげたよ.

き 「お か あ さん っ かれ るか な あ って お も1<み な抗()

い ま した 」 とい う文 も書 く。

・料 理 包丁 を持 って い る母 親 と自分 の 絵 を 描 く。

・ア イ ロ ンが け ア イ ロ ンを持 って い る母 親 と 自分 の 絵 を

描 く。

・洗 濯 物 た たみ 一 母 親 と自分 の 絵 を 描 き 「おせ ん た くた た

み ま した」 とい う文 も書 く。

ま た,い ろ い ろ な仕 事 の 必 要 性 に っ い て,「 洗 濯 物 を た た

ま な い と しわ に な っち ゃ う」 「洗 濯 しな い と,お 洋 服 が 汚 い

ま ま 」 と発 言 した。 ま た,ワ ー クシ ー トに 「り ょ う りを しな

い とお な か す い て しん じ ゃ う」 「ふ とん を ほ さな か った らか

び だ らけ 」 と書 い た。

② 「で き る しご とを さが そ う」 の活 動 に お け るA児

最 初 に,全 員 で 靴 下 を 洗 う活 動 を取 り入 れ た。 そ の活 動 を

終 え たA児 は,2枚 の カ ー ドを か い た。1枚 は,靴 下 を洗 っ

て い る絵 に 「こす って も くっ した の くろ いの が お ちな い 。 で

もま あ まあ 」 と い う文 を 書 いた 。 も う1枚 に は 「くつ した あ

らい は じあ て や った。 で もた の しい 。 とて もたの しい」 とい

う文 を書 き,靴 下 を 持 って 踊 って い る絵 も描 い た。2枚 の カ

ー ドをか い た の はA児 とM児 の2名 だ けで あ った
。

次 に,友 達 と仕 事 を教 え合 う活 動 を 行 った 。 そ の 翌 日,お

風 呂洗 い,皿 洗 い を教 え て くれ た友 達 に 「○ ○ ち ゃん は教 え

方 が上 手 で した 」 と伝 え た 。 ま た,自 己評 価 カー ドには 「せ

ん た くもの は しわ を の ば して た た む ときれ い」 「お ふ ろ あ らrA児 の か い た カ ー ド」

いた の しい 」 と書 い た 。

A児 とr表 現す る力』 について

A児 は自分か ら進んで挙手 した り,発 言 した りす ることが比較的少ない児童であ った。

しか しこの活動で は,自 分で家の仕事を探 し,気 付 いたことをカー ドに表現 したり,進

んで挙手 し,発 言 した りす る姿が たびたび見 られた。A児 にと って実際に活動 したことが

その体験 を伝え たい とい う意欲 につ なが り,表 現 への意欲 を高 めた と考え られ る。
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(2)rか かわ ろ うとす る態度』を発揮 したA児

① 「で きる しごとを さがそ う」の活動 にお けるA児

最初 の靴下 を洗 う場面 では,グ ループの友達 と

「洗剤は,こ れ ぐらいでいいかな」 「ごしご しす

るんだ よね」な どと友達 とかかわ りなが ら取 り組

む姿を見取 ることがで きた。

友達 に仕事を教えて もらう活動では,「 お風 呂

洗 い,習 って いいですか」 「どんな風にや るんで

すか 」 「や り方教えて くだ さい」 と友達 に声をか

けて活動す る場面が見 られ た。

また,

ら割れ るで しょ」

%脚 洲 ξ惣 炉

'～ _寝

f

眠 環 塾
几 転 。嵐:港 、

「こ う や っ て た た む ん だ よ 」

「皿洗 い,習 って いいですか」 と教えて もらいに行 った場所で は,「 落 っこちた

「割れ ないお皿が いいね」な どと友達 との会話を楽 しみなが ら,丁 寧 に

スポ ンジで洗 い,す すいでい る姿 も見取 ることがで きた。終 わ ったあ とは 「あ りが とうご

ざいま した」 とお礼を言 っていた。

仕事を教え る場 所では,一 緒 に グループを組んで いた児童が

いっ も先 に教わ りに きた児童に教 えて しま うためA児 は思 うよ

うに教え る ことがで きなか った。 しか し,「 誰 に教えれば いい

の 」 「教え たい けどや っち ゃうんだ もん」 「2人 でや ろ うよ」

などと友達 と一生懸命かかわ ろ うと していた。

② 「っづ けて しごとを しよ う」の活動 におけ るA児

活動 の最後 に,自 分が これか ら続けて行 う仕事 を決 め,家 族

へ手紙 を書 いた。A児 は 「毎 日料理の手伝いをす ること」 と決

めた。 これは,母 親 か らの手紙 「いっ もお料理の手伝 いを して

くれて してあ りが とう。早 く,お 父 さん におい しい料理 を作 っ

てあげ らけ るよ うにな るといいね」に こたえ た ものであ る。

A児 は この活動が終 わ りた後 も,「 昨 日サ ラダのお手伝 い し

たよ」 「お父 さん おい しい って言 って くれたの」な どと報告 す 「家族への手紙 」

ることが続いた。

A児 とrか かわろ うとす る態度 』にっ いて

A児 は仕事を教 えて もらう場 面で,自 分 か ら友達 にはた らきかけなが ら生 き生 きと活動

していた。

また,い ろいろな仕事 を経 験 してい く中で家族 と も,よ り積極 的にかかわ ろうとす るよ

うにな った。

しか しA児 が仕事 を教 え る場面では,教 え る相手が少なか ったたあ,も っと教えたい と

いう思いを果たす ことがで きなか った。 このよ うな活動をす るための グループ分 けや場の

設定な どを さ らに工 夫す ることで,か かわ りをよ り深 めることがで きると考 える。
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5.「 しご と だ い さ くせ ん 」 の 学習 活 動 と児 童 に育 つ 力

(1)本 活 動 で み られ た 児 童 の 姿

r学 ぼ うとす る意 欲 』 ・包 丁 を 使 う順 番 を待 って い る時 に じっ と見 た り ,や って い る まね

を した り して い た。

・仕 事 を す る場 所 に走 って い った 。

rか かわ ろ うとす る

態度』

r実 践す る力 』

r表 現す る力 』

r考 え る力 』

r感 じる心 』

r気 付 く力 』

・ 「み ん な とい っ しょにや って よか ったで す 」 と感 想 を述 べ た
。

・お 米 を と ぎな が ら 「こ うやれ ば いい の?」 「そ うそ う」な ど と会

話 を はず ませ な が ら仕 事 を進 めた 。

・左 手 を 猫 の 手 の よ うに そ えて き ゅ うりを包 丁 で 切 った
。

・皿 洗 いで ス ポ ン ジに洗 剤 を つ けて ご しご し丁 寧 に洗 った。

・靴 下 をす す い で か らぎ ゅ っ と固 く しぼ って干 した。

・家 の仕 事 を 探 して カー ドに絵 や文 で か い た。

・自分 が や った 雑 巾が け の仕 事 を動 作 を取 り入 れ な が ら発 表 した
。

・ 「お 客 さん が 来 て くれ た 」 と飛 び上 が って 喜 ん だ
。

・続 けて 行 う仕 事 を 決 め ,そ れ につ いて の 手紙 を書 い た。

・ 「掃 除 を しな い と,部 屋 が ゴ ミだ らけ に な る 」 と答 え た 。

・ 「布 団 を 干 さ ない と,ダ ニが わ いて しま う」 と答 え た。

・母 親 か らの 手 紙 に対 して 「お母 さん か ら手紙 が 来 て うれ しい
,や

る気 が で て き た」 と言 った。

・靴 下 を洗 う時 に 「洗 剤 が て に つ く とつ るっ る した 」 と言 った
。

・ トレー ナ ーを た たみ な が ら 「これ は難 か しい や 」 とっ ぶ や いた
。

・ 「お母 さん は家 の 仕 事 を た くさん して い るん だね 」 と言 った 。

・料 理 ,洗 濯,掃 除 な どは ど の家 庭 に もあ る仕事 だ と気 付 いた 。

(2}本 活 動に対 す る考察 ・課題

本活 動では,家 庭 との連携 が大変重要で あ った。多少の不安 を抱えてのスター トであ った

が,一 週 間の仕事 への取 り組 みの様子を ビテオや写 真で記録 して くれた り,連 絡帳で知 らせ

て くれた り何 とか協力が得 られた。

また保護者 か らの,児 童 が仕事 をす るこ とが家族 の役に立 って いるとい う内容の手紙を全

員書いて もらった ことが,仕 事 をす る ことへの意欲付け とな ったと考え られ る。

また,自 分 ので きる仕事 を実演 して教え た り,教 えて もらった りす る活動 は,児 童が家庭

で行 ってい る仕事 を直接体 験で きる とい う点で有効であ った と思 う。児童同士のかかわ りが

多 くな ることで,お 互 いのよ さを見っ ける機会 も増 えた。

児童が仕事 を教 え る際,そ れぞれの家庭 によっていろいろなや り方があ ることに,児 童が

気付 くこともで きた。

今後 は,児 童の発達段階 に応 じて,ど の程度 まで活動 を広 げて いけばよいか,児 童の意欲

を継続 させ るための支援 をどのよ うに して い くとよいのかなどが課題であ る。
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『実践す る力 ・かかわ ろうとする態度 」が育つ学習活動」

第2学年_ i

単元名 「おもちゃを作 ってあそぼ う」

育 つ児童 の姿

○身の 回 りにある材料 を活用 して,楽 しくお もち ゃを作 った り遊んだ りす る。

○友達 とかか わ りなが ら,工 夫 して作 った り,楽 しい遊 び方 を考えた りす る。

○お もち ゃを作 った り,遊 んだ りす る活動を通 して,自 分や友達の よさに気付 く。

活動計画(11時 間)9月 ・10月

児童の活動 育つ 力と見取 りの視点 支援 ・他教科 との関連

・ブ ン ブ ン ご まや パ ッチ ンか え

るを 作 って あ そ ぼ う(2)

・作 り方を知 り,工 夫 して作 る。

・作 りなが ら遊んで,改 良 して い

く。

・友達 と相談 しなが ら作 ったり遊

ん だ りす る。

⑩嵐

}こ学 ぼ うとする態度〕 ○ 意欲 を もたせ るたあ に,見 本の ブンブ ン

!◇ ブ ・ブ ・ごまやパ ・チ ・がえ るを手・・瑚 ごまや,パ ・チ・がえ るを見せ る・

●思 うよ うに作 れない児童に見本を見せた

り,手 を貸 した りす る。

●安全な道具の使 い方 を教え る。

って,見 た り,「 作 って み た い 」 とつ ぶ

や く。

【実 践 す る力 】

}◆ 説 明 書 を 発 なが ら,お もち ゃを 作 る。
1

◆安全に気を付けて道 具(錐)を 正 しく使

う。

【かかわ ろうとす る態度】

◆友達 に難 しい ところをや り方 をたず ねた

h,教 え たりす る。

i◆友達 とおもちゃを取 り替えた り,競 争 し

た りして一緒 に避ぶ。

擦 欝 鍬 る子どもを'ほめたり紹

〔考 える力〕

自分のお もち ゃを作 ってあそ ◇ 自分の作 りたいお もちゃを決めて,必 要

ぼ う{6),な 軽精 や灌異を考え る。

・お もち 。勧 の緬 を立て る0【 簸 す る力】

・工夫 してお もちゃを作 る。 ◆安全に気を付 けて道 具を使 う。

・友達 と相談 しなが ら作 った り遊 ◆作 って は試 して,イ メー ジに合 うお もち

んだ りす る。 やを作 る。
i◆ 作 り方の本を 晃なが ら作る0

☆ 図 工 「ニ ン ジ ャ ロ ープ で 」 開 隆堂

Dp
o

、、
ノ

o●

【かか わ ろ う とす る態 度 】
1
… ◆ 友達 と教え合 って作 る。

◆ 友達 とお もちゃを取 り替えた り,競 争 し

た りして一緒 に遊ぶ。

俵 現 する力3

○参考資料 と して,工 作図鑑や材 料,道 具

を用意す る。

1●安 全な道具の使 い方を教え る。
●思 うよ うにできない児童の相談にの り,

!励 ま した り,手 を貸 した りす る。

●工 夫 しやすいよ うに,補 充材料や道具を

用意す る。

1● 教え合 ってい る子 どもたちを1まめたり紹

1.鐵2誌 べ、よ,。遊び鎌 、ナ
る 。

1◇ 作 。たお もち。を紹介 、た,,進 み具合1。 作 。た,遊 んだ り して.、 途 中で も藩

みんなであそぼ う

(3)

ぶ 計 画 を立 て る。

・準備 を す る。

・み ん な で遊 ぶ 。

を発表 した 吟する。

◇ うま くできたところや,も っとや ってみ

たい ことな どを,カ ー ドに書 く。

ξ気慰 くカ)

◇ 自分や友達の よさを探 して伝え る。

拷 え るカ3

◇みん なで遊ぶ ときの遊び方を考えて,提

案す る。

・作 ったお もちゃで,み んなで遊}◇ 遊 び方 を決め るときd"手 を挙 げて,賛

N'`

i成 や反対 を示す。

【寅践 するカ》
1◆ 安全に遊べる場所 を選んで準備 をする。

1【 かかわろ うとする態度】

◆友達 と協力 して,お もちゃを並べた り,

机を並び替えた りする。

◆友達1こお もち ゃの勤か し方を教え たり,

遊びのルールを教えた りす る。

けるようにカー ドを用意 してお く。

○工夫 して いるところを ほめた り,紹 介 し

た りする。

⑱"

○ どの子のお もち ゃも使え る遊 び方を考え

るよ うに伝え る。

●遊ぶ ときの ことを予想 して,危 険 あれば

教 える。

●友達 と一緒 に活動で きていない子の相談

にの り,助 言す る。

一20一



4.児 童 の姿 とそ こか ら見取 ることので きる力

(1)rか かわ ろ うとす る態度 』を発揮 したA児

① ブ ンブ ンごま作 りのA児

作 る活動 では一人で黙 々と作 って いたが,遊 ぶ ときには友達 に 「指が痛 くなる くらい巻

き付 けて 引 っ張 るの」 とこっを説明 して いた。黒板 下のフ ックに紐を引 っか けて片手で回

す技 もみせたので,友 達 に 「名人だ 」 と言われて嬉 しそ うだ った。翌 日の朝の会で は 「足

で回せ るよ うにな ったよ」 と全員の前で両足親指 に紐 をかけて ブ ンブ ンいわせて回 して見

せた。 「お う」 と感嘆 の声 と拍手を浴 びて誇 らしげなA児 だ った。

② 竹 とんぼ作 りのA児

始 めは 「紙 とんぼJを 作 る予定のA児 だ っ

たが,二 人の女子 が 「竹 とんぼ」の計画書を

出 したのを見て,「 や っぱ り竹 とん ぼにす る」

と変更を申 し出た。 これ まで一人で作 って き

たA児 が友達 と一緒 に作ろ うとい う気持 ちに

なった ことに感心 した。そ して作 る活動で は

S児 がの こぎりを引 く間,A児 は 「僕 にで き

るか なあ?」 「難 しいや」 とっぶ やいて弱気

だ った。 しか しS児 が穴あけ作業で抜 け ると,

T児 を リー ドして積極的 に活動 し始 めた。次

第 にの こぎり もうま く引 けるようにな った。

錐で穴 をあける ときには 「少 しずっ回 さない

で強 くまわすんだ よ」 とT児 に優 しく教 えて

いた。 その後 も3人 で力 を合わせ一人一っず

っの竹 とん ぼを完成 させて 「お もちゃの国の

デパー ト」では竹 とん ぼ屋 さんを 出店,お 客

さんに飛 ば し方 を教 えた り景品 をあげ た り,

いきい きと活動 していた。

議
馨

、

齢轄
鷺

「も うす ぐきれ そ う」

A児 とrか かわ ろうとす る態度』について

A児 は日ごろ友達のなかであ まり自己主張せず,友 達 に譲 ることが多 い。友達 とのかか

わ りの なかで は比較的受け身 と見受け られたA児 が,本 単元では少 しずっ 自信を持 ち,自

分か ら友達 にはた らきか ける姿をみせ るよ うにな った。 これ は活 動当初 に友達 に認め られ

た嬉 しさや,共 に遊んだ楽 しさを味わ った ことで,A児 の姿勢が友達 とのかかわ りを深 め

よ うとい う姿勢 に変わ って きたか らであろ う。A児 の母か ら最近友達 と積極的 に公園へ遊

びに行 くよ うにな って嬉 しいとの報告があ った。A児 の なかで友達 とかかわ ることへの関

心 が高ま って きて いるよ うだ。
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(2}r実 践す る力』r学 ぼ うとす る意欲』を発揮 したB児

① ブ ンブ ンごま作 りのB児

B児 は独 自の アイデアを優先 して三角形の こまを作 った ものの,中 心 に穴が開け られず

全 く回 らなか った。 しば ら く頑張 って いたが,結 局説明書 どお りに作 り直 し始めた。 しか

し,時 間切れ とな って しま った。 す っか り気落 ち した様子だ ったので,見 本の こまを プ レ

ゼ ン トす ると 「あ りが とう」 と受け取 って帰 って行 った。翌 日朝,「 先生,こ れ返すね。

家で作 って きたか ら。あ りが とう」 と昨 日の こまを手渡 しに来た。B児 は帰宅後 もブ ンブ

ンごまを完成 させ た くて粘 り強 く取 り組んだのだ った。

②パ ッチ ンがえ る作 りのB児

一 っ 目も二 つ目 も失 敗 して,紙 のっ なぎ方や ゴムの引 っかけ方 を変 えて,よ うや く三っ

目によ く跳 ぶかえ るを作 ることがで きた。 この ときや っと笑顔 が見 られ た。

③ ビー玉 とば し作 りのB児

B児 た ちは割 り箸を小刀で二っ に切 る作業が進 まず に苦労 していた。教師が手を貸 して

解決 した ものの,し ば らくす る と今度 は割 り箸の組立 てに苦労 して いた。 ゴムで絡 めて留

め るよ うに助言 したが,じ きに終 了時刻 とな って しまった。翌 日の朝の会で,B児 は胸 を

張 って ビー玉 とば しをかざ して見せた。 時間切れでで きなか った分 を家で作 って きたのだ

った。 全員の前で飛 ば して見せ,「 よ く飛ぶねjと 言われて満 足気なB児 だ った。

B児 とr実 践す るカ』 『学ぼ うとす る意欲』にっいて

B児 は明 る く積極的 に友達 とかかわ っていけ る児童で ある。 しか し,学 習の作業が はか

ど らない とき,擦 り傷をっ くったとき等,様 々な場面 でよ く涙 を見せ る。 ときには諦めた

よ うに見受 け られ ることもあ った。本単元でB児 は幾度 も困難 に直面 したが,そ の度に支

援 を受け ることで切 り抜 けて,次 に進 む意 欲的 な活動ぶ りを見せた。 それ は,ブ ンブ ンご

まを最後 まで作 り終えた時の満足感がその後 に生 きて,作 り続 けよ うとい う意志 を生んだ

か らで はな いだろ うか。一学期の頃に比 べ,B児 の粘 り強 い姿 にその成長の大 きさを感 じ

た。

、
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5.「 お もち ゃをつ くってあそぼう」の学習活動 と児童に育 つカ

(1)『 実践す る力』rか かわろ うとす る態度 』の他 に見取 ることので きる力

①r考 え る力』

お もちゃを作 った り遊んだ りす る過程で子 ど もた ちは試行錯誤を繰 り返 していた。 どう

して よいか解 らず に,あ れ これ考えて は試 す様子 があ ち らこち らで見 られ た。 弓で ス ト

ローの矢を遠 くへ飛ばす方法 を見つけよ うとして いた1児,釣 竿作 りで材料や道 具をいろ

いろ替えて,し な る竿や形のよい釣 り針 を作 って いたY児,い ずれ も説明書 に書かれてい

な い部分 にこだわ って 自分な りに工夫 していた。 こうした試行錯誤の姿 は,考 え る力が発

揮 され た もの とと らえ た。

② 『学ぼ うとす る意欲』

こん なお もちゃを作 りたい,お もちゃで こんな ことを して遊びたいなど,自 分の思 いが

実現で きるまで粘 り強 く取 り組む ことので きた児童が いた。 ゴムを飛 ばす ピス トル作 りに

取 り組んだC児,と びだす部屋作 りに取 り組 んだD児,コ イ ン ・デ ・トリック作 りに取 り

組んだE児 は,い ずれ も一人で最後 まで作 り上 げて,「 お もちゃの国のデパ ー トJに 臨ん

だ。

』磁

艦

欝

糧
.

響
誘
鍵
驚
灘

ー
羅

蓋

灘

彰 〆 鱒

0

　 ・ 霧

虞.

物

「う ま くとぶ か な 」

(2)本 活動 の考察

本単元 の学習活 動の特徴 は 「作 るだけの活動 」 「遊ぶだ けの活動」の制 限をな くし 「作 っ

た り遊 んだ りが 自由に行え る活動」 という点にある。 この ことが友達 とのかかわ りを深めた

り,意 欲 を高めた りす るの に大 いに有効だ った。 友達の作 る様子 に ヒン トを得 た り,友 達の

遊 ぶ様子 にや る気を触発 された りして いた。また,失 敗 して も作 り直す ことがで き何度 も繰

り返 し実践 して成功 に近づ くことがで きた。共に作 り共 に遊ぶ楽 しさを味わ うことがで きた。

教室 と校庭を 自由に行 き来 して,作 って は試 して遊 べ るよ うに した ことで,よ り活動を楽 し

む ことがで きた。改善すべ き点 は,各 自が作ろ うとしたお もち ゃの見本を用意 して いなか っ

たことで,工 作図鑑だけで はイメー ジをつかめない子 のための支援 と して,必 要 に応 じて見

本を見せ られ るように してお くべ きで あった。
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IV研 究 の成果 と今後の課題

1.研 究 の成 果

〔育 つ カ と見 取 り〕

「 生活科で育つ自立への基礎となる力を分析 ・鰍 学習や生活の基礎となる能力や態
度 として,「 学 ぼ うとす る意欲」 「かかわろ うとす る態度」 「実践す る力」 「表現す る

力 」 「考え る力」 「感 じる力Jr気 付 く力」の7っ を仮定 した。 さらにその力を具体的

な子 ど もの姿 と して表 した。それが,生 活科で育つ力を見取 る ときの視点 となった。

・見取 りの視点を もつ ことにより,児 童 が活動 してい る姿を共通 の視点で見取 ることがで

きた。 その記録 は,育 つ力の分析に生 かす ことがで きた。

・自己評価や相互評価をで きるだけ取 り入れ ることに よって
,教 師の観察だけで は,見 取

りに くい児童の内面を知 る手立て とな った。

・育つ力を授業を通 して,見 取 ってい くうちに,そ れぞれの力 は独立 して育っので はな く

互 いに関連を もちなが ら,育 っている ことが分か った。そ して,そ れ らを総合 した もの

が 自立への基礎 になることが分か った。

〔育つカ をは ぐくむ学習活動〕

「育 っ力 をは ぐくむ学習活動」のポイ ン トとして10項 闘を考 えた。活動計画を立て る

時,で きるだ けそれ らを満たす ように して きたことで,児 童が 育っ力 を発揮で きるよう

な活動計画を作成で きるよ うにな って きた。

生活科で育っ力が見え るよ うな活動計 画案の表記を考えた。育 っ児童の姿を見取 るため

に,「 育っ力 と見取 りの視点」 とい う項 目を作 った。 さ らに,育 っ力をは ぐくむための

支援 を,で きるだ け具体的 に書いた。 その結果,育 っカが見える授業作 りの工夫がで き

るよ うにな った。

・児童一人一人 に育っ力を見取 ってい くことで
,よ り子 どもを理 解で きるよ うになった。

児童理解が進む と,児 童の実態 と育っであろ うと想定 した児童 の姿の いずれが少な くな

　
り,子 ど もの 願 い に沿 った,活 動 計 画 が立 て られ る よ うに な る こ とが 分 か っ た。

2.今 後 の課 題

・生活科で育っ 自立への基礎 とな る7っ の力 の見直 しを続 けてい く
。

・子 どもが よ りカを は ぐくむ学習活動 について追究 してい く
。

・子 どもが育っ力 を自覚で きるような方 法を更 に探 ってい く
。 ◎画
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